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はじめに 
 

◆本書の目的 

 

本書は「クエリ CSV 自動出力」の設定方法について説明しています。 

本書の内容をよくお読み頂いた上で、操作を行なってください。 

 

◆対象とする読者 

 

本書は「X-point」をお使いになるシステム管理者を対象としています。システム管理者とは「X-point」を運用するにあたり必要

な設定および基本データの作成、維持管理を行なう本システムの管理権限を持つユーザを指します。 

 

◆対応バージョン（2026/02/01 時点） 

 

X-point 

X-point v3.13 

 

◆製品名について 

 

本書中、「X-point サーバ」は「X-point」と表記しています。 

また、各製品の名称は対応バージョンを省略してある箇所もありますのでご了承ください。 

 

◆商標について 

 

本書の一部、または全部を著作権所有者の許諾なしに、商用目的の為に複製、配布することはできません。 

X-point、エクスポイントの名称およびロゴは株式会社エイトレッドの商標または登録商標です。 

Microsoft、MS-DOS、Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。Macintosh、MacOS 

は Apple Computer, Inc.の米国およびその他の国における登録商標です。Adobe、Acrobat、Adobe Acrobat は Adobe Systems, 

Inc.の商標または登録商標です。ORACLE、Java、JavaScript は、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその

他の国における登録商標です。デスクネッツ、desknet'sは株式会社ネオジャパンの登録商標です。サイボウズ、Cybozu はサイ

ボウズ株式会社の登録商標です。 

 

その他、記載された会社名およびロゴ、製品名などは該当する会社の商標または登録商標です。本書では、©、®、(TM) の表示を

省略しています。ご了承ください。 

 

◆製作著作 

 

©2025 株式会社エイトレッド  
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1．概要 

本書では、X-point 運用環境において「クエリ CSV 自動出力」を設定する手順について説明します。 

本機能で、クエリの実行結果を CSV に出力することが自動で行えます。実行はスケジューリングすることができます。 

また、クエリの抽出条件設定で「CSV ファイルへ未出力の書類」を指定することができ、一度 CSV へ出力した文書は出力しないとい

う設定が行えます。 

 

2．クエリCSV自動出力の仕様 

この章では、クエリ CSV 自動出力の仕様について説明します。 

 

2．1 自動出力の実行について 

 

クエリ CSV 自動出力は、X－point のタスク管理機能により手動実行、及びスケジュール実行できます。 

設定方法については本書「3．自動出力の設定」を参照してください。 

 

 

CSV 自動出力設定が複数ある場合、一度の実行で全ての CSV 出力が実行されます。 

 

2．2 自動出力の設定について 

 

・ 自動出力の設定はクエリの作成時に行います。作成できるユーザはクエリ管理権限を持つユーザとなります。 

・ 本機能ではユーザサイトで作成できるクエリ機能「マイクエリ」では使用できません。 

▼ クエリ CSV 自動出力の実行イメージ 

「タスク管理」機能により

実行のスケジューリングを

設定します 

CSV ファイル出力 
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3．自動出力の設定 

この章では、クエリ CSV 自動出力の設定方法について説明します。 

 

3．1 設定の流れ 

 

① クエリの作成  管理者サイトのクエリ管理機能で自動出力の設定を行います。 

② 実行／スケジューリング タスク管理機能にて、手動実行または実行スケジューリングを行います。 

 

3．2 クエリの作成（自動出力の設定） 

 

本書では、「クエリ CSV 自動出力」の設定部分を中心に説明します（下図「クエリ登録ウィザードの流れ」の①、②の部分）。クエリの

作成方法につきましては管理者機能マニュアルの「クエリ管理」の章を参照下さい。 

 

 

 

 

 

CSV ファイル自動出力設定 

「CSV ファイル自動出力設定」の項目で「する」を選択して必要事項を入力します。（デフォルトは「しない」となっています） 

▼ クエリ登録ウィザード CSV ファイル自動出力設定部分 

 

 

 

▼ クエリ登録ウィザードの流れ 
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＜CSV ファイル出力時の処理＞ 

出力先に同じ名前のファイルがあった場合の処理を決めます。 

・「上書きする」  →上書きが行われます 

・「上書きしない」  → 同じ名前のファイルがあった場合は出力を実行しません 

・「ファイル名を変更する」 → これまで最新データだったファイルは、ファイル名に実行日時が追加された状態で 

「バックアップ」に移動します。 

最新のファイル名には実行日時は追加されません。 

ファイル名を変更する場合はファイル名の後ろに「年月日時分秒」が付きます。 → 【CSV ファイル名】.csv.YYYYMMDDHHmmss 

（例）query.csv の出力が 2023 年 3 月 24 日 23 時 30 分 00秒に実行された場合→query.csv.2023032423000 

 

  

・ CSV ファイル名やファイルパスに全角文字を使用した場合正常に動作しない場合がありますので、ファイル名、ファイルパスに

は半角英数字のみを使用することを推奨いたします。 

・ CSV ファイル自動出力実行時に、出力対象データが 0 件だった場合は、CSV ファイルは出力されません。 

 

① 抽出条件設定 

一覧クエリの設定で「CSV 自動出力設定」を「する」にした場合、抽出条件設定で「CSV ファイルへ未出力の書類」を条件指定する

ことが出来ます。条件指定した場合「タスク実行」で CSV 出力された書類は「出力済み」となり、次の実行から出力されないよう

になります。（「タスク実行」については本書「3.3 実行／スケジューリング」を参照） 
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・ Web 画面から出来るクエリの CSV 出力を行っても、出力済みにはなりません。 

本書「3.3 実行／スケジューリング」の「タスク実行」を行った場合のみ出力済みとなります。 

 

 

 

 

  ※ただし、クエリ基本情報の設定項目「CSV ファイル出力済み管理」で、「クエリ機能で出力された書類を全て出力済みにする」 

   を選択すると、Web 画面からの CSV 出力も出力済みにすることができます。 

 

・ 承認完了後の再申請を許可している場合、その書類は一度 CSV 出力済みになった後、何度再申請しても CSV に出力されません。

（再申請については、管理者サイトの【ドメイン管理＞ドメイン設定】及び、フォーム毎の【フォーム管理＞一覧＞アクセス権

限設定】にて、許可／不許可を選択できます。詳細は『管理者機能マニュアル』を参照してください。） 
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3．3 実行／スケジューリング 

 

ここでは既に設定したクエリ設定に基づき、実際に CSV を出力する方法を説明します。 

実行方法には、手動実行とスケジュール実行があります。 

 

クエリ CSV 出力の実行は、現在ログインしているドメインに対して実行されます。 

従来は、現在表示しているドメインに関わらず全てのドメイン上でのクエリ CSV 出力が実行されるようになっておりました

が、「X-point v3.1.00」よりドメイン毎に実行できるように仕様変更されております。ご注意ください。 

 

 

・「X-point v3.1.00」適用前に設定していたスケジュールはそのまま全てのドメインに対して実行されます。 

・「X-point v3.1.00」適用後に再設定した段階で、設定したドメインに対してのみ実行されるようになります。 

※現在の X-point のバージョンは「管理者サイト＞ドメイン管理＞ドメイン基本設定」にてご確認可能です。 

 

3.3.1 手動実行 

「ドメイン」→「タスク管理」をクリックし、画面左に表示されるタスクメニューから「クエリ CSV 出力」→「実行」画面を

表示します。 

▼手動実行画面 

 

 

【開始】ボタンにより直ちにユーザインポートが実行されます。 
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ユーザインポートが完了すると画面は自動的に実行結果ログを表示して終了します。 

▼手動実行完了画面 

 

 

 

3.3.2 スケジュール実行 

負荷の掛かる時間帯を避け、利用の少ない休日や深夜にクエリ CSV 出力を実行したい場合はスケジュール機能を利用することがで

きます。 

「ドメイン」→「タスク管理」をクリックし、画面左に表示されるタスクメニューから「クエリ CSV 出力」→「スケジュー

ル」画面を表示します。 

 

開始時間を設定し、【保存】ボタンにより設定を適用します。 

 

実行種別 設定の意味 

なし スケジュールを解除します 

毎時 一時間に一回、選択した「分」に実行します 

毎日 一日に一回、選択した「時」「分」に実行します 

毎週 一週間に一回、選択した「曜日」「時」「分」に実行します 

毎月 一月に一回、選択した「日」「時」「分」に実行します 

※「分」は 5 分単位で設定可能です。また、毎月の設定で当月に存在しない日（例えば 

毎月 31 日を指定した場合の 2月など）はタスクが実行されませんので注意が必要です。 

毎月実行したい場合は毎月 1日を指定してください。 
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4．クエリCSV出力済み一覧 

この章では、クエリ CSV 出力済み一覧について説明します。 

本機能で CSV への出力情報の閲覧と、書類の情報を「出力済み」→「未出力」に更新することが出来ます。 

 

4．1 クエリ CSV出力済み一覧 

一覧を見るには「クエリ一覧」→対象クエリの「プロパティ」の「 CSV ファイル出力済み一覧」をクリックし、検索画面を表示さ

せます。検索画面では CSV 出力が行われた書類の一覧を検索、閲覧することが出来ます。また、類の情報を「出力済み」→「未出

力」に更新することが出来ます。 

 

 

 

＜書類の情報を未出力に戻す操作＞ 

1) 該当の書類を検索し、書類のチェックボックスにチェックします。 

2) コンボボックスから「未出力にする」を選択します。 

実行時に、確認のアラートが出ますので、[OK]のボタンを押します。  
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5．クエリCSV自動出力の確認とダウンロード 

この章では、クエリ CSV 自動出力の実行確認と出力 CSV データのダウンロード方法を説明します。 

  

5．1 タスクログ確認 

 

クエリ CSV 自動出力の実行確認を行うには、タスクログ機能によって行います。 

タスクログは「ドメイン管理」→「タスク管理」をクリックし、画面左に表示されるタスクメニューから「クエリ CSV 出力」→「タ

スクログ」画面を表示します。 

 

 

① 検索条件 

 

検索を行うには次の検索条件を指定して【検索】をクリックします。 

 

【実行日】 

タスクが実行された日を日付範囲で指定します。初期表示時は操作日が設定されます。 

【実行結果】 

タスク実行結果が「成功」「失敗」「警告」を、それぞれ表示対象にするか否かをチェックボックスで指定します。 

初期表示時のチェックボックス状態は  と設定されます。 

【表示件数】 

検索結果一覧の１頁に何件表示するかをプルダウンメニューから選択して指定します。 

初期表示時は 30 件が設定されます。 
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② 検索結果 

一覧には検索条件に合致したクエリ CSV 出力実行結果が表示されます。尚、別のドメインで実行されている処理結果は表示さ

れません。 

 

③ 詳細メッセージの表示 

「タスクログ検索画面」の検索結果一覧から、メッセージのリンクをクリックするとメッセージの詳細が表示されます。 

 

 

 

 

【表示件数】 

検索結果一覧の１頁に何件表示するかをプルダウンメニューから選択して指定します。 

初期表示時は 100 件が設定されます。 
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5．2 ダウンロード 

 

ここでは、クエリ機能で書き出された CSV ファイルをダウンロードする手順を説明します。 

 

① 「ドメイン管理」→「タスク管理」をクリックし、画面左に表示されるタスクメニューから「クエリ CSV 出力」→「デー

タファイル」画面を表示します。 

 

 

② 取得したいクエリ名を選択します。 

【クエリ名】メニューに表示される設定済みのクエリから目的のものを選択すると、画面が更新されファイル一覧が表示さ

れます。 

 

  

 

③ ダウンロードするファイルの文字コードとして、「SJIS」「UTF-8」のいずれかを選択します。 
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④ ファイル名部分をクリックしてダウンロードします。 

 

 

 

●データファイル管理 出力された CSV データを一覧表示します。クエリの CSV ファイル自動出力設定で同じ名前のファ

イルが存在する場合に「ファイル名を変更する」を選択した場合は、以下のファイル区分ごとに表

示が行われます。区分の選択はリンクとして一覧の右肩に表示されます。 

※ ユーザー固有マスタインポートバッチ設定で成功時及び失敗時に「何もしない」か「削除 

  する」が選択されている場合、【実行データ】に該当するデータのみが表示され、これらの 

  区分リンクは画面に現れません。 

 

最新データ 最後に出力された CSV ファイルです。 

バックアップ リネームされた過去のバックアップファイルのみを表示す

るリンクです。 

 

ファイル名部分をクリックすると選択した文字コードでファイルのダウンロードが開始されます。 

 

 

ファイルは最大２５件迄保存できます。２５件を超えた場合、毎日 23:00 に最終更新日時の古いものから順に 

削除されます 

 

 

●【削除する】ボタン 一覧で表示されるファイルを消去したい場合は、左のチェックボックスを選択した後【削除する】

をクリックします。 
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■改訂履歴 

 

改版 改版内容 

202１年 4月 1 日版 初版リリース 

2021年 11月 10 日版 「3．3 実行／スケジューリング 注意事項」  

実行範囲を『全ドメイン』から『実行したドメインのみ』に変更 

2023年 4 月 1日版 「3．2 クエリの作成（自動出力の設定）」の＜CSV ファイル出力時の処理＞に記載された” ファイル名を変更す

る”の説明の誤りを修正 

2023年 8 月 29 日版 「5. 1 タスクログ確認」 

タスクログ画面キャプチャ差し替え、詳細画面の説明追加 

2024年 8 月 21 日版 「5. 2 ダウンロード」 

データファイル管理は種類別に最大２５ファイル迄である事を記載 

2025年 9 月 1日版 「3．2 クエリの作成（自動出力の設定）」 

①抽出条件設定の画像キャプチャ差し替え 

「5．2 ダウンロード」 

文字コードの説明文を追加 
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